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Ⅰ．業務概要

．業務名称 静岡大学農学部附属藤枝フィールドその他浄化槽保全業務1

．業務場所 藤枝市仮宿 ･ 静岡大学藤枝団地構内2 63 664
浜松市天竜区西藤平 の 静岡大学上阿多古（二）団地構内1623 1
静岡市駿河区大谷字石原窪 静岡大学大谷団地構内5543
静岡市葵区駿府町 番 号 静岡大学駿府町団地構内1 86
榛原郡川根本町元藤川 の 静岡大学中川根(二)団地構内298 7

．業務期間3 平成 3 年0 4 1月 日から平成 3 年3 3 3月 1 日まで

．業務仕様4
この保全業務（以下「業務」という ）の受注者は，国立大学法人静岡大学工事請負等契。

約細則に準じ，この特記仕様書，別添の文教施設保全業務標準仕様書（以下「標準仕様書」
という ）に基づき次の業務を履行する。。

．対象業務5
業務内容 対象設備等 設備等概要

定期点検及び保守 機械設備 浄化槽

．特記仕様書の適用方法6

( ) ・印で始まる事項については，○印を付した事項のみ適用する。1

( ) 表中の各欄に数字，文字，記号等を記入する事項については，記入した事項のみ適用2

する。

( ) 又は×で抹消した事項は全て適用しない。3

( ) 特記された材料，製品名等は，特記されたもの又は同等以上のものを使用することと4

し，同等以上のものを使用する場合は，施設管理担当者の承諾を受ける。

Ⅱ．一般特記事項

．請負代金の支払い1

この業務の受注者は、発注者の指定した者が行う検査に合格したときは、請負代金の支払
いを請求できる。

請負代金の支払いは、静岡大学財務施設部財務課から６ヶ月毎に支払う。

．受注者の負担の範囲（ ）2 1.1.3

業務に使用する電力及び用水費は，発注者の負担とする。ただし，停電作業等により電力
・用水が供給できない場合には，施設管理担当者と協議のうえ受注者の負担において用意す
る。

．貸与資料（ ）3 1.2.3

．業務責任者（ ）4 1.3.2

業務責任者は、設備の点検及び保守業務の実務経験が 年以上の者とする。10
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．業務条件（ ）5 1.3.3

・定期点検及び保守業務の実施時間帯は次のとおりとする。実施日については，施設管理
担当者と協議する。

平日（月～金曜日（祝祭日を除く ） 時 分～ 時 分） 8 30 17 15
．廃棄物の処理（ ）6 1.5.1

発生材の処理は次による。

( )関係法令により適切に処理するもの1

)品名1

．駐車場の利用（ ）7 2.1.3

当該業務を実施するため，構内の駐車場を利用できる。ただし，事前に入構許可申請を行
うこと。

．その他8
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Ⅲ．定期点検等及び保守

．浄化槽1

( )業務対象設備の概要1

浄 化 槽 等 番 号 １ ２

設 置 場 所 管理棟（藤枝団地） 農機具庫（藤枝団地）

設 置 年 月 日 昭和 年 月 日 年 月 日48 3 10

処 理 方 式 ・ 単独 ・ 合併 ・ 単独 ・ 合併

（分離ばっき）方式 （分離ばっき）方式

付 加 装 置

処 理 対 象 人 員 人 人26 8

計画流入汚水量 － ｍ 日 － ｍ 日３ ３/ /

実 使 用 人 員 － 人 － 人

実 流 入 汚 水 量 － ｍ 日 － ｍ 日３ ３/ /

処 理 目 標 水 質 ℓ ℓBOD 90mg/ BOD 90mg/

除 去 率 － ％ － ％

種 類 ・ 工場生産 ・ 現場打ち ・ 工場生産 ・ 現場打ち

・ 新構造基準 ・ 新構造基準
・ 旧構造基準 ・ 旧構造基準
・ その他 ・ その他

製 造 者 名 小松化成(株) ニッコー(株)

管理者： 管理者：
農学部事務長 農学部事務長

施設管理担当者： 施設管理担当者：
施設課機械管理係長 施設課機械管理係長

備 考 請求書提出先： 請求書提出先：
施設課総務契約係長 施設課総務契約係長
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浄 化 槽 等 番 号 ３ ４

（ ）設 置 場 所 職員宿舎（藤枝団地） 宿泊施設 上阿多古(二)団地

設 置 年 月 日 年 月 日 年 月 日

処 理 方 式 ・ 単独 ・ 合併 ・ 単独 ・ 合併

（分離ばっき）方式 （分離接触ばっき）方式

付 加 装 置

処 理 対 象 人 員 人 人65 40

計画流入汚水量 － ｍ 日 － ｍ 日３ ３/ /

実 使 用 人 員 － 人 － 人

実 流 入 汚 水 量 － ｍ 日 － ｍ 日３ ３/ /

処 理 目 標 水 質 ℓ ℓBOD 90mg/ BOD 90mg/

除 去 率 － ％ － ％

種 類 ・ 工場生産 ・ 現場打ち ・ 工場生産 ・ 現場打ち

・ 新構造基準 ・ 新構造基準
・ 旧構造基準 ・ 旧構造基準
・ その他 ・ その他

製 造 者 名 (株)堀内 藤吉工業(株)

管理者： 管理者：
農学部事務長 農学部事務長

施設管理担当者： 施設管理担当者：
施設課機械管理係長 施設課機械管理係長

備 考 請求書提出先： 請求書提出先：
施設課総務契約係長 施設課総務契約係長
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浄 化 槽 等 番 号 ５ ６

設 置 場 所 （大谷団地） 静岡中学校（駿府町団地）自 然 観 察 実 習 地 管 理 棟

設 置 年 月 日 年 月 日 年 月 日

処 理 方 式 ・ 単独 ・ 合併 －

（分離接触ばっき）方式 －

付 加 装 置 － －

処 理 対 象 人 員 人 － 人7

計画流入汚水量 － ｍ 日 － ｍ 日３ ３/ /

実 使 用 人 員 － 人 － 人

実 流 入 汚 水 量 － ｍ 日 － ｍ 日３ ３/ /

処 理 目 標 水 質 ℓ －BOD 90mg/

除 去 率 － ％ － ％

種 類 ・ 工場生産 ・ 現場打ち ・ 工場生産 ・ 現場打ち

・ 新構造基準 ・ 新構造基準
・ 旧構造基準 ・ 旧構造基準
・ その他 ・ その他

製 造 者 名 (株) －INAX

管理者： 管理者：
教育学部事務長 教育学部事務長

施設管理担当者： 施設管理担当者：
施設課機械管理係長 施設課機械管理係長

備 考 請求書提出先： 請求書提出先：
施設課総務契約係長 施設課総務契約係長



- 6 -

浄 化 槽 等 番 号 ７

設 置 場 所 連絡所（中川根(二)団地）

設 置 年 月 日 平成 年３月 日 年 月 日29 31

処 理 方 式 ・ 単独 ・ 合併 －

（ろ床接触ばっき）方式 －

付 加 装 置 － －

処 理 対 象 人 員 人 － 人5

計画流入汚水量 １ ０ ｍ 日 － ｍ 日. / /３ ３

実 使 用 人 員 － 人 － 人

実 流 入 汚 水 量 － ｍ 日 － ｍ 日３ ３/ /

処 理 目 標 水 質 ℓ －BOD 20mg/

除 去 率 ％ － ％90

種 類 ・ 工場生産 ・ 現場打ち ・ 工場生産 ・ 現場打ち

・ 新構造基準 ・ 新構造基準
・ 旧構造基準 ・ 旧構造基準
・ その他 ・ その他

製 造 者 名 フジクリーン工業(株) －

管理者： 管理者：
農学部事務長

施設管理担当者： 施設管理担当者：
施設課機械管理係長

備 考
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( )点検項目，点検内容及び点検周期2
定期点検の点検内容は，別紙 を参考とする。ただし，浄化槽等番号６の設備について-1

は点検を行わない。
点検周期は 浄化槽等番号 ・ ・ の設備は 月毎とし、 ・ ・ の設備は カ月毎とす, 1 3 4 3 2 5 7 4

る。

( )支給材料3
消毒剤は受注者の負担とする。

( )清掃4
本業務において浄化槽法第 条に規定する清掃を行うものとする。なお，清掃に係る費10

用は受注者の負担とする。

( )水質検査5
本業務において浄化槽法第 条に規定する指定検査機関の行う水質検査を受検するもの11

とする。ただし，浄化槽等番号６の設備については当該検査を受検しない。なお，検査に
係る費用は受注者の負担とする。

( )業務報告書6

業務完了後に次の書類等を １部数提出する。

・ 点検及び保守結果報告書

報告の周期は ６月毎とする。

書式は ・ 別添の業務報告書による ・ 受注者の業務報告書による
ただし，建築基準法で定める定期報告書の書式は，定期報告制度に基づくものとする。

( )その他7



別紙－１　　

 Table 浄化槽点検項目（分離ばっ気方式）

点検項目 判断の基準等

１） 異常な臭気の有無 確認（有・無）

２） 異常な騒音・振動の有無 確認（有・無）

３） 地面の陥没・盛り上がりの有無 確認（有・無）

４） マンホール・点検口の密閉状況 確認（良・否）

５） 送気口・排気口の防虫網の状態 確認（良・否）

６） フェンス・ネットなどの破損状況 確認（良・否）

１） 汚水の流れ状況・異物の付着状況 確認（良・否）

２） 処理水の流れ状況・異物の付着状況 確認（良・否）

１） 壁・仕切板・配管等の変形・破損の状況 確認（良・否）

２） 蚊・蠅の発生状況 確認（有・無）

３） 水位の異常・その形跡の有無 確認（有・無）

４） 移流管・移流口への異物の付着 確認（良・否）

１） 第２室のスカム生成状況 確認（有・無）

２） 各室流出水の色相・臭気・透視度の状況 確認（良・否）

３） 各室の堆積汚泥状況 確認（有・無）

４） 清掃の必要性判断 確認（要・不要）

５） 予備ろ過装置の目詰まり状況 確認（良・否）

１） 室内液の概観・色相・臭気・固形物の破砕状況 確認（良・否）

２） 室内液のSV・DO・ｐHの点検及び汚泥性状と空気量 計測（ＳＶ：［cm］）

の状況 計測（DO：［mg/ℓ］）

計測（ｐH：［－］）

３） 散気装置への異物付着・目詰まり状況 確認（良・否）

４） スカム発生状況 確認（有・無）

５） 越流せきからの均等越流状況 確認（良・否）

６） スロット部・壁面などへの汚泥付着状況 確認（有・無）

１） 異常な騒音・振動及び発熱の有無 確認（有・無）

２） エアフィルターの目詰まり 確認（良・否）

３） 潤滑油量 確認（良・否）

４） Ｖベルトの張り・変形 確認（良・否）

５） ダイヤフラムの状態 確認（良・否）

１） 消毒薬の補充 補充（補充量：［錠］）

２） 放流水の状況 確認（色相：良・否）

確認（臭気：有・無）

計測（水温：［℃］）

計測（透視度：［cm］）

計測（ｐH：［－］）

計測（残留塩素：［ppm］）

３） 消毒室の汚泥体積状況 確認（有・無）

　送風機設備

　消毒設備

点検内容

　　浄化槽周辺

　　管きょ設備

　　浄化槽内表面

　　一次処理設備

　　二次処理設備


